



Sensitive determination of midazolam and propofol in human plasma by GC-MS/MS 
（ガスクロマトグラフ／タンデム質量分析を用いたヒト血中ミダゾラムおよびプロポフォール
の高感度分析法）




















を示す日内 CVは 2.1～10. 7%であった。内部標準法を用いて作成したヒト血衆検
量線は5-1000ng／皿Lの範囲で良好な直線性が得られ、検出限界はそれぞれ2ng/mL、
5 ng/mLであった。昭和大学医学部における「人を対象とする研究等に関する倫理委員
会」の承認（No. 2715）を得て、ミダゾラムとプロポフォール併用した脳低温療法患者
の血策 (12時間～第 6病日）からミダゾラムおよびプロポフォールが何れも感度良〈同
定・定量され、投与開始 120時間までの TDMが可能であった。
［考察】ミダゾラム及びプロポフォールは従来から液ー液抽出、固相抽出並びに闘相マ
イクロ抽出と GιMS、液体クロマドグラフィー（貯LC)-MS或いは即LC-MSノMS分析が用
いられているが、煩雑な試料前処理および有機溶媒の多量使用などが問題点として指摘
されている。本法は、ヒト試料中ミダ、ノラム及びフ。ロポフォールについて、迅速・簡便・
効率的かつ少量な有機溶媒で試料前処理が可能な QuEC日RS抽出と高選択性・高感度か
っ高精度分析が可能な GC-MS/MS分析システムによる簡便・迅速かっ高精度な分析法で
あり、しかも、拍出効率、再現性および定量性も良好で、実サンプルを用いた高精度分
析ができることが明らかとなった。本研究はヒト試料中ミダゾラム及びプロポフォール
0 
の簡便かつ高感度分析だけでなく、他の薬物分析への応用が可能で、臨床および法医学 。
領域において有用であることが示唆された。
